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No.1637
2012 8.1

広報「とよかわ」8月1日号は、
8月中旬から下旬の催しものなどを
お知らせしています。

火災と救急	 （6月）
火災 5件
救急 493件

豊川市消防署管内の発生件数

人口と世帯	 （7月1日現在）
総数 181,394人 （＋8人）
男 89,983人 （－4人）
女      91,411人（＋12人）
世帯 65,822世帯（＋31世帯）

（　）内は前月比

犯罪発生状況［窃盗］	 （6月）
総数 103件（677件）
住宅侵入 12件　（91件）
自動車関係 17件（109件）
自転車･オートバイ 38件（193件）
その他 36件（284件）
市内の発生件数。（　）内は1月からの累計。豊川警察署調べ

毎日 10 回、市のイベント情報や制度などを中心に放送してい
ます。詳しい放送時間については、CCNｅｔの番組表、または
ホームページをご覧ください。
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平
成
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年
７
月
撮
影

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
佐
緒
里
さ
ん
（
光
陽
町
）

　

遊
び
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
何
と
い
っ

て
も
ぎ
ょ
ぎ
ょ
ラ
ン
ド
で
す
。
年
中
楽
し
め
て
、

特
に
夏
は
水
遊
び
が
最
高
。
夏
休
み
に
は
何
度

で
も
足
を
運
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
親
子
そ
ろ
っ

て
お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。

毎週金曜日午後0時15分から25分まで（再放送：午後７時00分
から10分まで）、市のイベント情報やお知らせなどを紹介して
います。
※番組内容は変更する場合があります。

8月後半の番組
17日 中央図書館からのお知らせ
24日 総合防災訓練
31日 トヨカワシティマラソン

１ 水 豊川海軍工廠展（31日まで桜ヶ丘ミュージアム）

２ 木 郷土作家 中村正義展（18日まで桜ヶ丘ミュージアム）
豊川市小中学校音楽会（13:00〜文化会館）

３ 金 おいでん横丁（5日まで諏訪公園）
市民病院盆踊りの夕べ（18:30〜市民病院南側）

４ 土 御油夏まつり（5日まで御油神社）
すわポン縁日（17:00〜諏訪公園）

５ 日 笹踊り・七福神踊り（引馬神社）
６ 月
７ 火 豊川市平和祈念式典（10:00〜文化会館）
８ 水
９ 木
10 金 中学生の主張（12:30〜文化会館）
11 土 市民呈茶（10:00〜地域文化広場心々庵）
12 日
13 月
14 火
15 水
16 木
17 金 いいな、いなり寿司の日（11:30〜音羽支所1階ロビー）
18 土 雨乞いまつり（19日まで宮道天神社）
19 日 ゆうあいの里夏まつり（10:00〜ふれあいセンター）

20 月

21 火
22 水
23 木 愛の献血（9:30〜・13:00〜市役所）
24 金 愛の献血（9:30〜・13:00〜市役所）
25 土 豊川手筒まつり（17：30〜市野球場）
26 日 いなり楽市（15:00〜豊川駅周辺）
27 月
28 火
29 水
30 木
31 金

8月 市民カレンダー ［８月１日〜31日］

訂正とおわび
　広報「とよかわ」７月１日号でお知らせした人口（総数）が、

「181,586人」とあるのは、「181,386人」の誤りでした。訂正し
ておわびします。
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東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
２
が
い
よ
い
よ
幕
を
開
け
ま

す
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
大
き
な

特
色
は
、
企
画
か
ら
公
演
、
個
別
の
運

営
に
至
る
ま
で
、
地
元
の
演
劇
関
係
者

有
志
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
じ

か
に
行
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
こ
に
は
、

た
く
さ
ん
の
演
劇
集
団
が
集
ま
る
だ
け

で
な
く
、
ふ
る
さ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ち
を
演
劇
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
、
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
作
り
上
げ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

企
画
作
品
と
し
て
上
演
さ
れ
る
豊
川

海
軍
工
廠
を
題
材
と
し
た
演
劇
は
、
出

演
者
を
一
般
の
市
民
か
ら
公
募
し
、
市

民
自
ら
が
演
じ
る
舞
台
を
届
け
ま
す
。

地
域
と
深
い
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
演

劇
の
文
化
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
三
カ
月
を
超
え
る
長
期
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
出
演
す
る
劇
団

は
、
全
部
で
十
五
団
体
を
数
え
ま
す
。

東
三
河
に
ゆ
か
り
の
あ
る
劇
団
が
一
堂

に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
舞
台

を
披
露
す
る
予
定
で
す
。
演
劇
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
朗
読
劇
や
語
り
、
大
人

の
た
め
の
人
形
劇
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
も
あ
り
、
よ
り
多
角
的
に
舞
台
の

面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
内
容
に
な

っ
て
い
ま
す
。　
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1 稽古場に響く歌。観客の
心に届くように、精一杯
歌う。

2 たいせつな家族とのシー
ンを何度も演じる。

　

今
か
ら
お
よ
そ
七
十
年
前
、
市
の
中

心
部
、
現
在
の
市
役
所
庁
舎
の
北
側
に

は
、
東
洋
一
と
う
た
わ
れ
た
巨
大
な
兵

器
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
市
の
誕
生
や

発
展
に
深
く
関
わ
っ
た
こ
の
海
軍
工
廠

は
、
終
戦
間
際
の
昭
和
二
十
年
八
月
七

日
、
米
軍
機
に
よ
る
空
襲
の
標
的
と
な

り
、
壊
滅
し
ま
す
。

　

当
時
、
海
軍
工
廠
で
は
全
国
各
地
か

ら
動
員
さ
れ
た
多
く
の
学
徒
や
徴
用
工

員
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
無
職

や
不
在
学
の
女
性
も
徴
用
の
対
象
と
な

り
、「
女
子
挺
身
隊
」が
結
成
さ
れ
ま
す
。

戦
況
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
海
軍
工
廠

の
生
産
を
支
え
た
人
の
多
く
は
、
そ
う

し
て
集
め
ら
れ
た
女
性
た
ち
で
し
た
。

　

東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画

作
品
「
豊
川
女
子
挺
身
隊
」
で
は
、
空

襲
警
報
に
お
び
え
な
が
ら
、
兵
器
の
生

産
に
明
け
暮
れ
た
八
人
の
女
子
挺
身
隊

員
の
青
春
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。
彼
女
た

ち
は
、
友
達
や
家
族
と
愛
情
を
育
み
、

ぶ
つ
か
り
合
い
、
別
れ
も
経
験
し
な
が

ら
も
ひ
た
む
き
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

　
「
豊
川
女
子
挺
身
隊
」
は
、
地
元
出

身
の
学
生
を
は
じ
め
、
公
募
で
集
ま
っ

た
二
十
五
人
が
、
戦
争
の
時
代
を
生
き

　私が演じる加藤貞子という役は、女性としてのごく普通
の幸せを願っていたのだと思います。しかし、戦争の時代
に生きた女性は、本当の気持ちもなかなか口に出せなかっ
たはずです。今の時代との違いを感じ、演じにくいと思った
こともあります。貞子とのギャップを埋めるために、当時の
人の話を聞いたりして、彼女の思いを手繰り寄せています。
　実は、私もこの演劇と出会うまでは豊川海軍工廠のこと
を知りませんでした。この演劇を通して、一人でも多くの若
い人たちに豊川に残る戦争の歴史を知ってもらいたいと思
います。

た
人
々
の
葛
藤
や
夢
、
そ
し
て
前
向
き

に
生
き
る
姿
を
力
強
く
演
じ
ま
す
。

　

今
年
の
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
稽
古

は
、本
番
ま
で
毎
週
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

素
人
だ
っ
た
彼
女
ら
は
、
発
声
練
習
か

ら
は
じ
め
、
数
カ
月
も
の
間
、
土
台
づ

く
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

豊
川
の
歴
史
を
市
民
自
ら
が
演
じ
、

豊
川
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
届
け

ま
す
。
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　私の父親も、かつての豊川海軍
工廠で働いており、毎年８月７日に
行われる平和祈念式典にも出席して
いました。私は、一昨年の夏に豊川
市を訪れたとき、工廠の歴史のこと
をより深く知りました。そして、戦争
体験者の話を聞き、もっと多くの人
にこの事実を伝えるべきだと感じまし
た。自分にできることは何かを考え
たとき、この歴史と反戦の意味を演
劇という方法で人々の心に残るように
伝えようと思いました。
　苦しい時代のさなかでも、人は生
きている限り楽しみを探したり、将
来に希望を持ちながら暮していたは
ずです。この演劇では戦死者を追悼
するだけでなく、「戦火の中、彼女た
ちが生きていた」ということを表現し
たい思っています。

愛知県岡崎市生まれ・豊橋南高校出
身。俳優、脚本・演出家。東海地方を中
心に、舞台・テレビ・ラジオドラマなど
で活躍。

34 昨年、客席を埋めた市民や演劇フ
ァンが見守る中、「残された夏へ」
の２日間の公演は全て満席という
結果を残した。

56 爆撃を受けた直後の海軍工廠の
惨状と、現在の跡地。戦争の痛々
しい爪痕が今も残る。

7 戦争の体験者、石原千代子さん
の話を聞き、演劇の参考にする出
演者たち。当時の様子を真剣に聞
く。

5

　また、その反面で人が死ぬとはど
ういうことかを問いたい。８月７日、
あっという間に友情や愛情、家族の
温かみが失われたということは、忘れ
てはならないことです。
　メンバーは素人なので、うまくいか
ないシーンもあります。指導をしなが
ら台本を何度も書き直し、限られた
時間の中で稽古を続けています。大
変ですが、彼女たちが演じることに
意味があります。これをやることによ
り、若い世代たちも戦争を知ってくれ
ます。
　彼女たちは空襲の体験者の話も聞
き、気持ちを込めて芝居を作り上げ
ていきます。そして、風化させてはい
けない豊川の歴史を演劇という「文
化」に変えて、新しい世代にも伝え
ていきたいです。

� ー広報とよかわ
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東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

地
域
の
新
し
い
創
造
と
、
そ
の
担
い
手

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

十
月
に
上
演
さ
れ
る
市
民
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
の

出
演
者
は
、
全
員
が
公
募
で
集
ま
っ
た

市
民
で
す
。
地
元
の
合
唱
団
も
加
わ

り
、
総
勢
百
五
十
人
が
舞
台
へ
上
が
り

ま
す
。
今
年
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
新

し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
参
加
と
い
う
新
し
い
取
り
組

み
、
そ
し
て
地
元
で
活
動
す
る
劇
団
や

高
校
演
劇
な
ど
が
集
ま
る
こ
と
で
、
新

し
い
地
域
の
文
化
を
創
り
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。　

　

他
の
都
市
で
活
躍
し
て
い
る
劇
団
な

ど
を
呼
び
、
公
演
し
て
も
ら
う
こ
と
も

文
化
振
興
の
一
つ
。
た
だ
、
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
文
化
を
創
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。地
域
の
独
自
性
を
高
め
、

地
域
内
外

に
発
信
・

表
現
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
地

域
の
活
性

化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　私は、今回の演劇フェスティバルで、市
民ミュージカル「ロミオとジュリエット」の演
出と振り付けを担当しています。
　演劇の良さは、「生のエネルギー」を感じ
られること。演劇を観た人、また舞台に上
がった人は、きっと心に感動の体験を刻む
ことができるはずです。
　自分が子どもだった頃に、このような機
会があったらうれしかっただろうと思います。

だからこそ、この地域の子どもたちを演劇
の文化に触れさせてあげたいですし、感受
性を育んでほしいと思います。
　この市民ミュージカルも、一度きりではな
く、継続していきたいです。そして、多くの
人がもっと身近なところで良い文化を吸収
できるようにしたい。そのために私たちが
種をまき、花を咲かせていきたいと思ってい
ます。

　東三河演劇フェスティバルを立ち上げ、
地元の人と関わっていく中で、演劇にとって
地域性が重要な要素で、表現の武器になる
ことに気付きました。各地で人気の台本を
上手に上演したら、きっと感動を呼ぶでしょ
う。しかし、地元のことをテーマにして地元
の劇団が演じているからこそ身近に感じら
れ、観ている人と共有できる部分が増える
のだと思います。

　また、演劇の良いところは、小規模の人
たちと同じ空間を共有できること。観客同
士も一体感が生まれます。
　演劇は「文化」の中の一部分に過ぎない
のかもしれません。しかし、地域へのこだ
わりが多くの人々の共感を生み、つながりを
つくるのだと実感しました。そして、このつ
ながりは演劇という文化だからこそつくれた
のだと思います。
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「
文
化
」
と
は
、
人
の
生

死
に
直
接
関
係
は
な
い
け
れ

ど
、
生
き
て
い
く
上
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
た
い
せ
つ
な

も
の
。
そ
し
て
、
人
に
感
動

や
明
日
へ
の
活
力
を
与
え
て

く
れ
た
り
す
る
も
の
。
そ
れ

を
い
か
に
切
り
捨
て
ず
に
い

ら
れ
る
か
を
考
え
た
と
き
、

市
民
の
力
は
欠
か
せ
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

三
年
前
、
演
劇
を
や
り
た

い
人
々
が
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
行
政
だ
け

で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
、
市
民
と
手
を
携
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
東
三
河
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
い
う
形

で
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

今
年
で
旗
揚
げ
か
ら
三

年
。
去
年
ま
で
を
「
走
り
続

け
て
き
た
二
年
」と
す
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
は
「
成
熟
に
向
か

う
年
」
と
言
え
る
の
で
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た

め
に
乗
り
越
え
な
い
と
い
け

な
い
課
題
も
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら

に
多
く
の
市
民
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
運
営
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
市
民
と
行
政
が
、
手
を

携
え
て
い
く
姿
勢
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
カ
ギ
と
な
り
ま

す
。
決
し
て
強
制
や
役
割
分

担
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が

力
を
合
わ
せ
て
事
業
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
た
い
せ
つ

な
の
で
す
。

　

形
の
あ
る
も
の
だ
け
が

「
文
化
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
回
目
を
迎
え
る
東
三
河

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
市

民
と
よ
り
深
く
関
わ
り
な
が

ら
、
豊
川
市
が
誇
れ
る
地
域

独
自
の
「
文
化
」
の
一
つ
と

し
て
花
開
き
、
確
か
な
成
長

を
遂
げ
よ
う
と
て
い
ま
す
。

　

文
化
や
芸
術
に
は
、
人
が

生
き
る
意
欲
や
希
望
を
創
り

出
す
力
が
あ
り
、
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
感
受
性
を
育
み

未
来
を
広
げ
る
力
も
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち

は
そ
れ
の
持
つ
力
を
享
受
す

る
こ
と
で
、
心
豊
か
に
暮
ら

す
術
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

演
劇
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
市
民
一
人
一
人
が
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
や
芸
術
を
身
近

に
感
じ
、
こ
の
ま
ち
で
さ
ら

に
新
し
い
文
化
が
花
開
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

日
時
・
会
場　

８
月
12
日
（
日
）

午
後
３
時
開
演
＝
御
津
文
化
会

館
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ホ
ー
ル
）
▽

９
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

の
午
前
11
時
開
演
と
午
後
３
時

開
演
＝
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル
▼

入
場
料　

一
般
＝
２
千
５
０
０

円（
当
日
券
は
２
千
８
０
０
円
）

▽
高
校
生
以
下
＝
１
千
５
０
０

円
（
当
日
券
は
１
千
８
０
０

円
）
▼
前
売
券　

御
津
文
化
会

館
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

音
羽
文
化
ホ
ー
ル
、
小
坂
井
文

化
会
館
で
発
売
中
▼
問
合
せ
先

　
「
豊
川
女
子
挺
身
隊
」
を
上

演
す
る
会
（
金
沢
）
☎
０
９
０

－

１
２
７
３

－

１
５
７
９

日
時　

10
月
６
日
（
土
）
午

後
６
時
30
分
開
演
・
７
日

（
日
）
午
後
２
時
開
演
▼
会
場

　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
▼
入

場
料　

２
千
円
（
当
日
券
は

２
千
５
０
０
円
）
▼
前
売
券　

文
化
会
館
、
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
で
発
売
中
▼
問
合
せ

先　

東
三
河
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
☎
０
８
０

－

４
３
０
２

－

０
５
４
９

◉
豊
川
女
子
挺
身
隊

︱
春
、花
の
は
な
や
ぐ
ご
と
︱

◉
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
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一
宮
保
育
園
で
は
、
緑
の
園
庭
で
園

児
た
ち
が
元
気
に
活
動
で
き
る
よ
う
に

と
、
園
庭
芝
生
化
の
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
園
児
、
保
護
者
と
地
域
の
人
た
ち

が
一
緒
に
、
広
さ
約
九
百
平
方
㍍
の
園

庭
に
、
約
三
千
七
百
株
も
の
芝
生
の
苗

を
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
植
え
ま
し

た
。
九
月
に
は
園
庭
が
緑
に
覆
わ
れ
、

園
児
た
ち
の
明
る
い
声
が
聞
こ
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ま
し
た
。　

　

児
童
た
ち
は
、
豊
川
産
の
ご
飯
と
一

緒
に
お
い
し
そ
う
に
食
べ
、
生
産
農
家

の
方
か
ら
、
ト
マ
ト
の
栽
培
方
法
や
育

て
る
と
き
に
苦
労
し
た
話
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。

　

桜
木
小
学
校
の
六
年
一
組
で
、
豊
川

産
の
食
材
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
給
食
の

日
に
、
生
産
農
家
の
方
た
ち
を
招
い
て

の
会
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
食

材
は
ト
マ
ト
で
、そ
れ
を
調
理
し
た「
ト

マ
ト
の
ふ
わ
ふ
わ
ス
ー
プ
」
が
出
さ
れ

 ３日 18日

豊
川
産
の
食
材
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
給
食
で

児
童
と
生
産
農
家
と
の
交
流
を
行
う

 16日

一
宮
保
育
園
で
園
庭
の

芝
生
化
へ
の
取
り
組
み

心
を
一
つ
に
た
す
き
を

つ
な
ぐ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　

陸
上
競
技
場
を
発
着
点
と
し
て
、「
豊

川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
２
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、

一
周
二
㌔
の
コ
ー
ス
を
四
人
か
ら
十
人

ま
で
の
チ
ー
ム
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

四
十
二
･
一
九
五
㌔
の
完
走
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

大
会
で
は
、
家
族
や
職
場
仲
間
な
ど

の
七
部
門
に
二
百
七
十
六
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
た
す
き
を
つ
け
た
走
者
が
通
る

た
び
に
、
大
き
な
歓
声
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。



月

　

赤
塚
山
公
園
で
は
、
六
月
一
日
か
ら

二
十
日
ま
で
「
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

公
園
の
中
央
に
位
置
す
る
「
花
し
ょ

う
ぶ
園
」
に
は
、
約
百
種
五
千
株
の
ハ

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
植
え
て
あ
り
、
白
や
紫

や
黄
色
の
鮮
や
か
な
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
散
策
路
に
沿
っ

て
ゆ
っ
く
り
歩
い
た
り
、
花
に
カ
メ
ラ

を
向
け
た
り
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。　

� ー広報とよかわ

 10日

初
夏
を
彩
る

花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

6
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命
を
守
る
た
め
の
活
動
を

地
域
で
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す

　

私
た
ち
「
防
災
塾
ラ
イ
フ
ボ

ー
ト
」
は
、
経
験
豊
か
な
防
災

士
、医
療
や
福
祉
に
携
わ
る
者
、

一
般
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

防
災
活
動
を
行
う
団
体
で
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
超
巨
大
地
震
が
高

要
援
護
者
の
支
援
活
動
、
災
害

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奇
数
月
の
第
三
木
曜

日
に
ウ
ィ
ズ
豊
川
な
ど
で
定
例

研
修
会
を
行
っ
た
り
、
企
業
や

介
護
保
険
施
設
な
ど
か
ら
講
習

年
か
ら
防
災
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
蘇そ

生せ
い

法ほ
う

や
身
近
な
物
を
使
っ
た
応
急

法
、
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

の
非
常
食
づ
く
り
、
企
業
や
町

内
会
で
の
災
害
講
習
、
災
害
時

い
確
率
で
起
こ

る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
た

ち
は
、「
自
分

た
ち
の
地
域
は

自
分
で
守
る
」

と
い
う
強
い
志

を
持
ち
、
災
害

の
事
前
対
策
や

災
害
発
生
後
の

対
応
を
万
全
に

確
立
す
る
た
め

に
、
平
成
十
九

会
な
ど
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
随

時
、対
応
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
「
ラ
イ
フ
ボ
ー
ト
」

の
活
動
は
、
地
域
の
自
助
力
・

共
助
力
の
輪
を
広
げ
る
も
の
で

す
。「
命
を
救
う
船
」
を
意
味

す
る
私
た
ち
の
活
動
に
、ぜ
ひ
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

団体名：防災塾ライフボート
代表者：新城和代
ＴＥＬ：93－6515

　

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
武
道
を

始
め
、
七
〇
歳
を
過
ぎ
た
今
で

も
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校

区
の
交
通
安
全
・
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
や
自
転
車
安
全
教
育
指
導

員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
活
動
的
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
動

い
て
汗
を
か
く
こ
と
は
、
と
て

も
自
然
な
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
年
前
の
特
定

健
診
の
結
果
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
予
備
群
と
判
定
さ
れ
て

し
ま
い
、
特
定
保
健
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
指
導
を
受
け
る
前

は
、
こ
ん
な
に
動
い
て
い
る
の

だ
か
ら
、
簡
単
に
改
善
で
き
る

わ
け
が
な
い
と
、
半
信
半
疑
で

し
た
。
し
か
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
の
改
善
に
は
、
運
動

だ
け
で
な
く
、
食
も
た
い
せ
つ

で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が

開
催
し
て
い
る
「
栄
養
バ
ラ
ン

ス
教
室
」
に
参
加
し
、
初
め
て

料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
パ
ン
中
心
だ

っ
た
朝
食
を
見
直
し
、
毎
朝
私

が
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
み
そ
汁
を

作
り
、
家
族
と
一
緒
に
食
べ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
は
体
調
も
良

く
、
二
年
間
で
体
重
が
五
㌔
、

腹
囲
が
五
㌢
減
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
活
動
的

な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
運
動

は
も
ち
ろ
ん
、
食
事
に
も
気
を

付
け
て
、
健
康
を
維
持
し
て
い

き
た
い
で
す
。

毎
朝
自
分
で
作
る
み
そ
汁
が

私
の
元
気
の
源
で
す

とよかわ健康づくり計画「健幸家族」

三蔵子町
奥平照一さん
（72歳）
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も
寒
く
て
つ
ら
い
で
す
が
、
ト

イ
レ
が
き
れ
い
に
な
る
と
大
き

な
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

と
い
う
心
が
芽
生
え
、
人
と
し

て
大
き
く
成
長
で
き
る
活
動
が

南
部
中
学
校
の
自
慢
で
す
。

　

南
部
中
学
校
で
は
、
毎
年
、

八
月
の
佐
奈
川
清
掃
活
動
と
資

源
回
収
、
十
二
月
の
ト
イ
レ

掃
除
の
三
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

活
動
は
、
学
校
や
地
域
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
、
日
ご
ろ
の
感

謝
を
忘
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を

目
標
に
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
、

参
加
者
が
百
人
を
超
え
る
大
き

な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
奈
川
の
清
掃
活
動
で
は
、

「
佐
奈
川
の
会
」
の
方
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
、
土
手
が
き
れ

い
に
な
る
ま
で
、
草
を
抜
い
た

り
、
ご
み
を
拾
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
掃
除
で
は
「
豊

橋
掃
除
に
学
ぶ
会
」
の
方
に
指

導
し
て
も
ら
い
、
寒
い
中
、
素

手
で
便
器
を
洗
い
ま
す
。
と
て 南部中学校

スクールリポーター
３年１組
井上清詞さん

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す

　いつも仲良し３きょうだ
い。大好きな弟をはじめて
抱っこしたよ。
　みんなでいっぱい笑って
大きくなあれ！

煌くん
平成23年９月29日生まれ
渡邉隼・靖代さんの長男

　お兄ちゃんのチュウにご
きげんなしおんちゃん。
　けんかもするけどいつも
は優しいお兄ちゃん、大好
きだよ。

栞
し お ん

音ちゃん
平成22年７月17日生まれ
諏訪太平・真左子さんの長女

酒井利尚さん（25歳）

　

私
は
一
人
旅
が
大
好
き
で
す
。
千
葉
に
い

る
友
達
を
一
人
で
訪
ね
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
気
ま
ま
に
旅
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
に

気
付
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
人
た
ち
と

仲
良
く
な
れ
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
千
葉
に
三
回
、
そ

し
て
最
近
で
は
大
阪
に
旅
行
し
ま
し
た
。

　

秋
に
は
九
州
へ
行
き
、
熊
本
城
を
見
た

り
、
別
府
の
温
泉
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

らいと



2012. ８. １ー ��

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
に

ご
登
録
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
分
の
身
を
守

る
こ
と
が
困
難
な
障
害
者
や
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
災

害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
」
を
定
め
て

い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
防
災
対
策
課
（
89

局
２
１
９
４
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と
は

　

自
主
防
災
会
、
地
域
支
援
者
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
中
心
と
し
た
地
域

社
会
の
互
助
に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護

者
台
帳
に
登
録
し
た
障
害
者
や
高
齢
者

に
対
し
て
、
平
常
時
か
ら
の
見
守
り
や

災
害
時
に
人
的
被
害
の
防
止
や
軽
減
を

図
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
登
録
を
希
望

す
る
方
に
は
、
申
請
書
な
ど
登
録
の
案

内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
❶
身
体
障
害
者
の
う
ち
肢
体

不
自
由
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３

級
ま
で
の
方
お
よ
び
視
覚
障
害
の
程
度

が
１
級
も
し
く
は
２
級
ま
た
は
聴
覚
障

害
の
程
度
が
２
級
❷
知
的
障
害
者
の
う

ち
障
害
の
程
度
が
A
判
定
❸
精
神
障
害

者
の
う
ち
障
害
の
程
度
が
１
級
❹
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
❺
在

宅
の
要
介
護
高
齢
者
で
あ
っ
て
要
介
護

３
か
ら
５
ま
で―

な
ど
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
❶
か
ら
❸
に
該
当

す
る
方
は
福
祉
課（
89
局
２
１
３
１
番
）

へ
、
❹
❺
に
該
当
す
る
方
は
介
護
高
齢

課
（
89
局
２
１
７
３
番
）
へ
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

分
か
ら
11
時
ま
で

会
場　

自
衛
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

内
容　

自
主
防
災
会
に
よ
る
初
期
消

火
、
応
急
救
護
、
避
難
所
開
設
訓
練
や
、

陸
上
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
に
よ
る
救

出
救
助
訓
練
、
津
波
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
な
ど

そ
の
他　

当
日
は
、
同
報
系
防
災
行
政

無
線
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

　

市
で
は
、
自
主
防
災
会
を
対
象
に
、

研
修
会
の
開
催
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、

地
域
で
近
所
の
人
が
助
け
合
う「
共
助
」

が
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
重
要
な
役

割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
災
害
知
識
な
ど

の
習
得
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　

自
主
防
災
会
は
、
地
域
を
災
害
か
ら

守
る
一
番
身
近
な
存
在
で
す
。
ぜ
ひ
、

　

市
で
は
、
防
災
に
対
す
る
意
識
を
深

め
、
そ
の
知
識
や
技
術
な
ど
を
習
得
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
御
津
沿
岸

地
域
で
津
波
避
難
訓
練
も
同
時
に
実
施

し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
防
災
対
策
課
（
89

局
２
１
９
４
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
30

地
域
の
防
災
訓
練
に
ご
参
加
を

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

９
月
２
日（
日
）

地
域
の
防
災
訓
練
に
も
積
極
的
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　８月１日（水）から、携帯電話事
業者の緊急速報メールサービスによ
り、緊急地震速報、津波警報、災害・
避難情報などを携帯電話にメールで
配信します。登録や受信費用は不要
です。なお、対象機種については、
契約先の相談窓口でご確認ください。

防災対策課☎89－2194
緊急速報メールを配信
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掲
載
期
間　

平
成
24
年
９
月
１
日
か
ら

掲
載
。
１
月
単
位
で
、
最
大
12
月

規
格　

サ
イ
ズ
＝
縦
４
㌢
×
横
６
㌢
▽

形
式
＝
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式（
申
込
者
作
成
）

▽
色
彩
＝
白
黒

申
し
込
み　

８
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

の
開
館
時
間
中
に
受
け
付
け
。「
豊
川

市
図
書
館
貸
出
票
等
広
告
掲
載
申
込

書
」
お
よ
び
「
同
意
書
兼
市
税
滞
納
情

報
照
会
書
」（
い
ず
れ
も
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
押
印
し

た
も
の
に
広
告
原
稿
案
、
会
社
概
要
な

ど
を
添
付
し
て
、
直
接
、
中
央
図
書
館

２
階
事
務
室
へ

そ
の
他　

申
し
込
み
に
当
た
っ
て
は
、

豊
川
市
広
告
掲
載
要
綱
、
豊
川
市
広
告

掲
載
基
準
、
豊
川
市
図
書
館
貸
出
票
等

広
告
掲
載
要
領
、
豊
川
市
図
書
館
貸
出

票
等
広
告
募
集
要
項
（
い
ず
れ
も
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）
の
内
容
を
順
守
す
る
こ
と

　

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
地
域

経
済
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
図
書
館
の
貸
出
票
な
ど
に
有
料
広

告
を
掲
載
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
と
お
り
、
広
告
事
業
主
を
募
集
し

ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
図
書
館
（
85

局
５
５
３
６
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

掲
載
場
所　

中
央
・
音
羽
・
御
津
図
書

館
、
一
宮
・
小
坂
井
図
書
室
、
公
民
館

で
発
行
す
る
図
書
館
貸
出
票
・
予
約
確

認
票
な
ど
の
表
面

募
集
枠
数　

１
枠
。
広
告
の
掲
載
は
、

発
行
す
る
貸
出
票
な
ど
１
枚
に
つ
き
１

枠
ず
つ
、
３
事
業
者
の
広
告
が
順
番
に

掲
載
さ
れ
ま
す

月
額　

１
枠
５
千
円

広
告
事
業
主
を
募
集

  

市
で
は
、
任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま

す
。
今
回
の
募
集
は
、
任
期
を
定
め
た

職
員
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

　

市
が
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
の
解
決

を
図
り
、
熱
い
思
い
を
も
っ
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
人
事
課
（
89
局

２
１
２
２
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

採
用
予
定
職
種
・
人
員　

事
務
職
員（
一

般
事
務
・
情
報
シ
ス
テ
ム
）、
技
術
職

員
（
土
木
）
＝
若
干
人

任
期　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
26
年

３
月
31
日
ま
で
。
た
だ
し
、
採
用
日
か

ら
５
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
更
新
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す

受
験
資
格　

年
齢
・
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
学
歴
に
つ
い
て
は
、
事
務
職
員
は

不
問
で
す
が
、
技
術
職
員
に
つ
い
て
は

土
木
（
農
業
土
木
を
含
む
。）
の
学
科

を
履
修
し
た
方

試
験
内
容　

一
次
試
験
は
、
申
込
書
に

記
載
さ
れ
た
自
己
Ｐ
Ｒ
に
基
づ
く
書
類

選
考

申
し
込
み　

申
込
書
類
を
人
事
課
（
本

庁
舎
２
階
）
で
配
布
中
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。
関

係
書
類
に
記
入
の
上
、
郵
送
で
、
人
事

課
（
〒
442―

８
６
０
１
諏
訪
１
の
１
）

へ申
込
期
限　

８
月
18
日
（
土
）
＝
消
印

有
効

任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
24
年
10
月
採
用
予
定

　

い
な
り
寿
司
で
豊
川
市
を
も
り
あ
げ

隊
で
は
、
豊
川
い
な
り
寿
司
に
関
す
る

認
定
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
い
な
り
寿
司
で
豊

川
市
を
も
り
あ
げ
隊
事
務
局
（
市
観
光

協
会
内
☎
89
局
２
２
０
６
番
）
へ
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
20
日
（
月
）
午
後
３
時
か

ら
４
時
ま
で

会
場　

プ
リ
オ
生
涯
学
習
会
館
（
プ
リ

オ
ビ
ル
４
階
）

内
容　

食
品
衛
生
、
ま
ち
お
こ
し
に
関

す
る
講
義
な
ど

対
象　

①
市
内
で
い
な
り
寿
司
を
製

造
、
販
売
し
て
い
る
、
ま
た
は
そ
れ
ら

を
予
定
し
て
い
る
②
い
な
り
寿
司
に
よ

る
豊
川
市
の
ま
ち
お
こ
し
へ
の
応
援
を

希
望
す
る―

に
該
当
す
る
事
業
者

受
講
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
13
日
（
月
）
ま
で
受

け
付
け
。
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、

郵
送
で
、
い
な
り
寿
司
で
豊
川
市
を
も

り
あ
げ
隊
事
務
局
（
〒
442―

０
０
６
８

諏
訪
３
の
１
３
３
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
豊

川
市
観
光
協
会
内
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
89

局
２
２
７
６
番
）
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。
用
紙
は
市
観
光
協
会
に
あ
り
ま

すそ
の
他　

講
習
会
終
了
後
、
い
な
り
寿

司
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
同
意

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、「
い
な
り

寿
司
で
豊
川
市
を
も
り
あ
げ
隊
公
認
の

ぼ
り
」
を
お
渡
し
し
ま
す

豊
川
い
な
り
寿
司
塾
Ⅰ
を
開
催

公認のぼり
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図
書
館
の
催
し

◦会場：おはなしのへや
◦定員：100人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

◦会場：音羽生涯学習会館児童室
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

音羽図書館
☎80–1355

◦会場：児童コーナー
◦定員：30人 ◦会費：無料
◦申し込み：当日、会場へ

御津図書館
☎56–3538

おはなしペープサート
８月１２日（日）
午前１0時30分〜１１時
童話や昔話などのペープサート

おやこおはなしの会
８月５日（日）
午前１0時30分〜１１時
すばなしと絵本の読み聞かせなど

おはなしやさん
８月２5日（土）
午後２時〜２時30分
絵本の読み聞かせと手遊びなど

はっぴーたいむ
８月１9日（日）
午前１１時〜１１時30分
夏のおはなし会

よんでよんでの会
８月１0日（金）
午前１0時30分〜１１時
お気に入りの絵本の紹介と読み聞かせ

おはなしのとびら
８月４日（土）・９日（木）、９月１日（土）
午前１0時30分〜１１時
絵本の読み聞かせとパネルシアターなど８月４日㈯～９月１日㈯

中央図書館
☎85–5536

マ
リ
ン
ア
ー
ト
作
り 

「
海
か
ら
の
贈
り
物
」

三
河
天
平
の
里
資
料
館
☎
88
局
５
８
８
１
番

　

海
岸
で
拾
っ
た
貝
や
ガ
ラ
ス
片
を
使

っ
て
オ
ブ
ジ
ェ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

９
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
▼
会
場　

三
河
天
平
の
里

資
料
館
▼
定
員　

10
人
▼
会
費　

無
料

▼
持
ち
物　

貝
殻
や
ガ
ラ
ス
片
▼
申
し

込
み　

８
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
か

ら
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、

三
河
天
平
の
里
資
料
館
へ

豊
川
市
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
大
会
を
開
催

地
域
安
心
課
☎
89
局
２
１
４
９
番

　

８
月
20
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
豊
川
市
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

大
会
で
は
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
・
事
業
所

へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
や
、
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
宣
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

介
護
者
交
流
会

西
部
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
88
局
８
０
０
５
番

日
時　

８
月
17
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
▼
対
象　

高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し

込
み　

当
日
、
会
場
へ

ブ
ラ
ジ
ル
っ
て
ど
ん
な
国

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
や
生
活
習
慣
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

９
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
▼
会
場　

勤
労
福
祉
会
館

▼
講
師　

井
田
パ
ト
リ
シ
ア
さ
ん
▼
定

員　

60
人
▼
受
講
料　

一
般
＝
５
０
０

円
▽
会
員
＝
３
０
０
円
▼
申
し
込
み　

８
月
６
日
（
月
）
か
ら
、
先
着
順
に
受

け
付
け
。
電
話
で
、
国
際
交
流
協
会
へ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集 

「
ま
ち
か
ど
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
だ
！

い
な
り
楽
市
」
を
開
催

い
な
り
楽
市
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
ー
４
１
９
３
ー
０
４
４
１

日
時　

８
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
か

ら
９
時
ま
で
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

午
後
７
時
ま
で
）（
雨
天
中
止
）
▼
会

場　

豊
川
駅
周
辺
▼
募
集
数　

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
＝
50
店
▼
出
店
料　

１
ブ

ー
ス
１
千
円
▼
申
し
込
み　

電
話
で
、

い
な
り
楽
市
実
行
委
員
会
へ
（
午
後
４

時
か
ら
８
時
ま
で
）
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フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集 

「
ま
ち
か
ど
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
だ
！

い
な
り
楽
市
」
を
開
催

い
な
り
楽
市
実
行
委
員
会

☎
０
９
０
ー
４
１
９
３
ー
０
４
４
１

日
時　

８
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
か

ら
９
時
ま
で
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

午
後
７
時
ま
で
）（
雨
天
中
止
）
▼
会

場　

豊
川
駅
周
辺
▼
募
集
数　

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
＝
50
店
▼
出
店
料　

１
ブ

ー
ス
１
千
円
▼
申
し
込
み　

電
話
で
、

い
な
り
楽
市
実
行
委
員
会
へ
（
午
後
４

時
か
ら
８
時
ま
で
）

ゆ
う
あ
い
の
里
夏
ま
つ
り
を
開
催

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎
88
局
７
２
７
０
番

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め

る
お
祭
り
で
す
。
当
日
は
、
ぬ
く
ぬ
く

湯
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

日
時　

８
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
▼
会
場　

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
ほ
か
▼
内
容　

ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
陶
芸
皿
絵
付
け
体
験
、
ス
ー
パ

ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
、
模
擬
店
な
ど

ね
こ
の
適
正
飼
養
普
及
啓
発
講
演
会

県
健
康
担
当
局
生
活
衛
生
課

☎〈
０
５
２
〉９
５
４
局
６
２
９
８
番

日
時　

８
月
31
日
（
金
）
午
後
２
時

か
ら
４
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

豊
橋
市

駅
前
文
化
ホ
ー
ル
（
豊
橋
市
駅
前
大

通
）
▼
内
容　

ネ
コ
の
適
正
飼
養
に
つ

い
て
の
講
演
会
と
意
見
交
換
▼
対
象　

県
内
に
在
住
の
方
▼
定
員　

50
人
▼
参

加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

8
月
16
日

（
木
）
ま
で
受
け
付
け
。
は
が
き
で
、

県
健
康
担
当
局
生
活
衛
生
課
（
〒
460―

８
５
０
１
住
所
不
要
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

（〈
０
５
２
〉
９
５
４
局
６
９
２
１
番
）、

E
メ
ー
ル
（eisei@

pref.aichi.lg.jp

）

で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

豊
橋
技
術
科
学
大
学　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催

豊
橋
技
術
科
学
大
学
総
務
課

☎〈
０
５
３
２
〉44
局
６
５
０
６
番

日
時　

８
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
▼
会
場　

豊
橋
技
術

科
学
大
学
（
豊
橋
市
天
伯
町
）
▼
内
容

　

研
究
室
・
施
設
の
公
開
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
実
演
・
展
示
、
電
気
自
動
車
の
試
乗

体
験
な
ど
▼
参
加
費　

無
料
▼
申
し
込

み　

当
日
、
会
場
へ

夏
休
み
親
子
映
画
会

中
央
図
書
館
☎
85
局
５
５
３
６
番

日
時　

８
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
▼
会
場　

小
坂
井
生
涯
学
習
会

館
集
会
室
▼
上
映
作
品　
「
ゴ
ジ
ラ
」

本
多
猪
四
郎
監
督
、
宝
田
明
、
河
内
桃

子
、
平
田
昭
彦
ほ
か
出
演
▼
定
員　

50

人
▼
会
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

当

日
、
会
場
へ

母
子
家
庭
の
方
の 

就
業
支
援
講
習
会
を
開
催

子
ど
も
課
☎
89
局
２
１
３
３
番

■
ヘ
ル
パ
ー
２
級

期
日　

A
日
程
＝
10
月
6
日
か
ら
１
月

５
日
ま
で
で
全
８
回
▽
Ｂ
日
程
＝
12
月

1
日
か
ら
2
月
23
日
ま
で
で
全
８
回
▼

時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
会
場　

イ
ノ
ベ
ル
福
祉
の
資
格
の
学

校
（
名
古
屋
市
中
区
）
▼
定
員　

30
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
な
ど
と
し

て
５
千
４
０
０
円
が
別
に
必
要
）
▼
そ

の
他　

講
習
以
外
に
、
自
宅
学
習
と
介

護
実
習
が
あ
り
ま
す

■
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
初
級
）

日
時　

10
月
６
日
か
ら
１
月
26
日
ま
で

で
全
15
回
。
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

40
分
ま
で
▼
会
場　

岡
崎
情
報
開
発
セ

ン
タ
ー
（
岡
崎
市
羽
根
町
）
▼
定
員　

20
人
▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
と
し

て
３
千
１
０
０
円
が
別
に
必
要
）

■
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
中
級
）

日
時　

10
月
27
日
か
ら
２
月
23
日
ま
で

で
全
15
回
。
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

40
分
ま
で
▼
会
場　

あ
い
ち
情
報
専
門

学
校
（
豊
橋
市
関
屋
町
）
▼
定
員　

20

人
▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
と
し
て

１
千
７
８
５
円
が
別
に
必
要
）

■
経
理
事
務

日
時　

10
月
27
日
か
ら
２
月
16
日
ま
で

で
全
15
回
。
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

40
分
ま
で
▼
会
場　

名
古
屋
経
営
会
計

専
門
学
校
（
名
古
屋
市
千
種
区
）
▼
定

員　

20
人
▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費

と
し
て
２
千
６
２
５
円
が
別
に
必
要
）

共
通
事
項

対
象　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦

で
、
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方
▼
申
し

込
み　

８
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
受
け

付
け
。
直
接
、
子
ど
も
課
（
本
庁
舎
１

階
）
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

消
費
生
活
専
門
講
座
を
開
催

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
89
局
２
２
３
８
番

　

消
費
生
活
の
専
門
知
識
を
紹
介
す
る

期日 テーマ 講師

９月５日（水） 落語で学ぶ悪質商法 微笑亭さん太さん

９月12日（水）牛乳・乳製品で健康
管理

㈱明治中部支社
田中浩さん

９月19日（水）ミラクルフード大豆 大塚製薬㈱岡崎出張所
中野博史さん

講
座
で
す
。

期
日
・
テ
ー
マ
・

講
師　

下
表
の
と

お
り
▼
時
間　

午

後
２
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
▼
会
場

　

勤
労
福
祉
会
館

▼
定
員　

各
回
60

人
▼
受
講
料　

無

料
▼
申
し
込
み　

８
月
13
日
（
月
）

か
ら
、
先
着
順
に

受
け
付
け
。
電
話

で
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
へ
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以
上
の
方
（
中
学
生
は
除
く
）
▼
受
講

料　

一
般
＝
１
万
円
▽
会
員
＝
６
千
円

（「
楽
し
い
ハ
ン
グ
ル
１
」、「
使
え
る
中

国
語
１
」
は
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
２
千

円
程
度
が
別
に
必
要
）
▼
申
し
込
み　

８
月
20
日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
。
電

話
で
、
国
際
交
流
協
会
へ
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

も
っ
と
知
り
た
い
御
油
松
並
木
と

豊
川
の
東
海
道
の
歴
史

市
観
光
協
会
☎
89
局
２
２
０
６
番

　

東
海
道
や
御
油
の
マ
ツ
並
木
を
歴
史

的
、
文
化
的
な
視
点
か
ら
学
ぶ
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。
１
日
目
は
プ
リ
オ

生
涯
学
習
会
館
（
プ
リ
オ
ビ
ル
４
階
）

で
の
講
義
が
あ
り
ま
す
。
２
日
目
は
国

府
駅
に
集
合
し
た
後
、
現
地
研
修
を
行

い
ま
す
。

日
時　

８
月
29
日
（
水
）
午
後
２
時
30

川
柳
入
門
講
座
Ⅰ
の
受
講
者
を
募
集

豊
川
文
化
協
会
☎
89
局
７
０
８
２
番

日
時　

９
月
14
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で

の
金
曜
日
で
全
３
回
。
午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
ま
で
▼
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
▼
対
象　

16
歳
以
上
の
方

▼
定
員　

15
人
▼
受
講
料　

６
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
０
０
円
程
度

が
別
に
必
要
）
▼
申
し
込
み　

往
復
は

が
き
に
①
講
座
名
②
住
所
③
氏
名
④
年

齢
⑤
電
話
番
号
⑥
勤
務
先
（
学
校
名
）

―

を
記
入
の
上
、豊
川
文
化
協
会（
〒

442―

０
０
６
４
桜
ヶ
丘
町
79
の
２
桜
ヶ

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
）
へ
。
１
人
１
通

だ
け
有
効
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
申
込
者
が
10
人
に
満
た
な
い
場
合

は
、
開
講
し
ま
せ
ん
▼
応
募
期
限　

８

月
25
日
（
土
）
＝
消
印
有
効

Ｄ
Ｖ
理
解
講
座 

「
男
女
間
で
暴
力
が
起
き
る
理
由
」

豊
川
共
生
ネ
ッ
ト
み
ら
い
事
務
局

☎
87
局
２
５
６
４
番

日
時
・
内
容　

９
月
15
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
正
午
ま
で
＝
「
親
密
な
間
柄

で
起
こ
る
暴
力
と
子
ど
も
へ
の
影
響
」

と
題
し
た
講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▽

10
月
21
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

ま
で
＝
「
私
た
ち
に
で
き
る
支
援
・
法

と
制
度
を
考
え
る
」
と
題
し
た
講
義
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▼
会
場　

ウ
ィ
ズ
豊

川
▼
参
加
費　

各
回
５
０
０
円
▼
申
し

込
み　

当
日
、
会
場
へ
▼
そ
の
他　

託

児
（
１
人
に
つ
き
５
０
０
円
が
必
要
）

が
あ
り
ま
す
。
開
催
日
の
２
週
間
前
ま

で
受
け
付
け
。
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
87
局
２
５
６
４
番
）
で
豊
川
共
生
ネ

ッ
ト
み
ら
い
事
務
局
へ

初
級
者
向
け
の
語
学
講
座
を
開
催

国
際
交
流
協
会
☎
83
局
１
５
７
１
番

■
英
会
話
初
級
Ａ

日
時　

９
月
４
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
ま
で
▼
講
師　

白
頭
由

麻
さ
ん
▼
定
員　

25
人

■
英
会
話
初
級
Ｂ

日
時　

９
月
５
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
ま
で
▼
講
師　

鈴
木
メ

ア
リ
ー
さ
ん
▼
定
員　

25
人

■
楽
し
い
ハ
ン
グ
ル
１

日
時　

９
月
５
日
か
ら
11
月
21
日
ま
で

の
毎
週
水
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
ま
で
▼
講
師　

小
野
寿

美
江
さ
ん
▼
定
員　

20
人

■
使
え
る
中
国
語
１

日
時　

９
月
６
日
か
ら
11
月
29
日
ま
で

の
木
曜
日
で
全
12
回
。
午
後
７
時
30
分

か
ら
９
時
ま
で
▼
講
師　

林
明
子
さ
ん

▼
定
員　

20
人

共
通
事
項

会
場　

勤
労
福
祉
会
館
▼
対
象　

15
歳

射撃フェスティバル
日時　10 月７日（日）午前９時から午後３時まで ▼会場　県総合射撃場（豊田市字連野町） ▼定員　40 人 ▼参加費　無料（ク
レー代として 1 枚につき 45 円が別に必要）▼申し込み　当日、会場へ　問合せ先　豊川市クレー射撃協会（86 － 9170）

日時 会場 講師・内容
９月５日（水）
13：30〜15：00 総合体育館 ならい心療内科院長・竹内敏行医師に

よる「うつ病を知ろう」と題した講義

９月19日（水）
13：30〜15：30 総合体育館

ならい心療内科精神保健福祉士・
鈴木清さんによる「うつ病の回復
プロセス」と題した講話

９月26日（水）
13：30〜15：00 豊川保健所 グループワーク「よかったことと

困っていることを話し合おう」

分
か
ら
４
時
ま
で
▽
８
月
30
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
（
雨
天

の
場
合
は
翌
日
に
順
延
）
▼
対
象　

小

学
生
以
上
の
方
（
４
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）
▼
定
員　

60
人
▼
受
講
料　

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）
▼

申
し
込
み　

８
月
24
日
（
金
）
ま
で
、

先
着
順
に
受
け
付
け
。
往
復
は
が
き
に

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業
⑤
参

加
希
望
日―

を
記
入
の
上
、
市
観
光

協
会
（
〒
442―

０
０
６
８
諏
訪
３
丁
目

１
３
３
）
へ
。
１
人
１
通
だ
け
有
効

う
つ
病
家
族
セ
ミ
ナ
ー

豊
川
保
健
所
☎
86
局
３
６
２
６
番

　

う
つ
病
を
治
療
中
の
方
の
家
族
を
対

象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
・
会
場
・

講
師
・
内
容　

下
表
の
と
お
り

▼
定
員　

各

回
50
人
▼
申
し

込
み　

８
月
31

日
（
金
）
ま
で

受
け
付
け
。
電

話
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
89
局

６
７
５
８
番
）

で
、
豊
川
保
健

所
へ



で
、
８
月
中
旬
に
「
介
護
保
険
料
納
入

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
年
額
は
、
平
成
23
年

中
の
本
人
の
所
得
や
市
民
税
の
課
税
状

況
、
世
帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
て
決
ま

る
保
険
料
段
階
ご
と
の
保
険
料
率
で
算

出
さ
れ
ま
す
。
今
回
決
定
し
た
年
額
か

ら
、
仮
の
保
険
料
額
（
年
金
天
引
の
方

は
４
・
６
・
８
月
分
、
納
付
書
や
口
座
引

き
落
と
し
の
方
は
４
・
６
月
分
）
を
差

し
引
い
た
金
額
を
、
残
り
の
納
期
で
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
保
険
料
を
減
免
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
納
入
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

「
平
成
24
年
度
介
護
保
険
料
の
お
知
ら

せ
」
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

保
険
年
金
課
☎
89
局
２
１
３
５
番

　

９
月
１
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
証

が
新
し
く
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
は
平

成
26
年
８
月
31
日
で
す
。
た
だ
し
、
そ

れ
ま
で
に
75
歳
に
な
る
方
は
、
75
歳
の

誕
生
日
の
前
日
が
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
国
民
健
康
保

険
加
入
の
各
世
帯
へ
、
８
月
上
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
古
い
被
保
険
者
証
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
９
月
１
日
以
降
に
、

保
険
年
金
課
（
本
庁
舎
１
階
）、
生
活

窓
口
課
（
一
宮
庁
舎
１
階
）、
音
羽
・

�� ー広報とよかわ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

総
合
体
育
館
☎
86
局
５
１
７
５
番

日
時　

９
月
７
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
で
全
６
回
。
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

一

宮
体
育
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

市
内
に
在

住
、
ま
た
は
在
勤
の
方
▼
定
員　

20
人

▼
受
講
料　

２
千
円
（
教
室
初
回
時
に

集
金
）
▼
申
し
込
み　

８
月
２
日
か
ら

26
日
ま
で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
。
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
、
総
合
体
育
館
へ

第
48
回
豊
川
市
内
事
業
所 

対
抗
総
合
体
育
大
会

豊
川
市
体
育
協
会（
市
民
体
育
課
内
）

☎
88
局
８
０
３
６
番

期
日　

10
月
14
日
・
21
日
・
28
日
の
日

曜
日
▼
会
場　

総
合
体
育
館
ほ
か
市
内

体
育
施
設
▼
対
象　

市
内
の
事
業
所

（
参
加
者
は
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者
で
あ

る
こ
と
）
▼
競
技
種
目　

軟
式
野
球
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
柔

道
、
剣
道
、
弓
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、
陸
上
競
技
の
15
競
技

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
千
円
▼
申
し

込
み　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で
受
け
付

け
。
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
直
接
、
豊
川

市
体
育
協
会
（
音
羽
庁
舎
２
階
）
へ

第
７
回
市
町
村
対
抗 

駅
伝
競
走
大
会
の
選
手
選
考
会
を
開
催

日
時　

８
月
18
日
（
土
）
午
後
５
時

か
ら
▽
９
月
15
日
（
土
）
正
午
か
ら

▼
会
場　

陸
上
競
技
場
▼
種
目　

１
千

㍍
＝
小
学
生
男
女
▽
３
千
㍍
＝
中
学
生

男
女
、
一
般
女
子
（
20
歳
以
上
39
歳
以

下
）、
40
歳
以
上
男
女
▽
５
千
㍍
＝
ジ

ュ
ニ
ア
男
女
（
16
歳
以
上
19
歳
以
下
）、

一
般
男
子
（
20
歳
以
上
39
歳
以
下
）
▼

参
加
費　

無
料
▼
申
し
込
み　

８
月
15

日
（
水
）
ま
で
受
け
付
け
。
所
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、
市
民
体
育
課
（
音
羽

庁
舎
2
階
）、
ま
た
は
総
合
体
育
館
へ

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す

介
護
高
齢
課
☎
89
局
２
１
７
３
番

　

平
成
24
年
度
の
65
歳
以
上
の
方
の
介

護
保
険
料
年
額
が
決
ま
り
ま
し
た
の

御
津
・
小
坂
井
支
所
、
プ
リ
オ
窓
口
セ

ン
タ
ー
（
プ
リ
オ
ビ
ル
５
階
）
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証
が
８
月

中
に
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
保

険
年
金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

天
平
ロ
マ
ン
の
夕
べ
に 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

三
河
天
平
の
里
資
料
館
☎
88
局
５
８
８
１
番

日
時　

９
月
22
日
（
土
）
午
後
６
時
か

ら
６
時
30
分
ま
で
▼
会
場　

三
河
天
平

の
里
資
料
▼
内
容　

約
１
千
個
の
万ま
ん

灯ど
う

に
火
を
と
も
し
ま
す
▼
対
象　

市
内
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員　

30
組

▼
参
加
費　

無
料
▼
持
ち
物　

柄
の
長

い
着
火
用
ラ
イ
タ
ー
▼
申
し
込
み　

８

月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
、
先
着

順
に
受
け
付
け
。
電
話
で
、
三
河
天
平

の
里
資
料
館
へ

家計調査にご協力を
　家計調査は、私たちの暮らしを家計の面からとらえるもので、無作為に抽出した世帯に家計簿をつけていただき、その結果を
経済政策や社会政策の基礎資料とします。対象となる世帯に、調査員が訪問しますので、ご協力をお願いします。問合せ先　県
県民生活部統計課（052 － 954 － 6104）

市
民
体
育
課
☎
88
局
８
０
３
６
番



大
規
模
小
売
店
舗
設
置
者
の 

変
更
届
出
書
の
縦
覧

商
工
観
光
課
☎
89
局
２
１
４
０
番

　

該
当
大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
が

配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
県
へ
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間　

10
月
15
日
（
月
）
ま
で
の

執
務
時
間
中
▼
縦
覧
場
所　

県
産
業
労

働
部
商
業
流
通
課
、市
商
工
観
光
課（
北

庁
舎
２
階
）
▼
店
舗　

イ
オ
ン
豊
川
店

「
本
宮
ま
つ
り
」出
店
者
募
集

地
域
振
興
課
☎
93
局
３
１
１
２
番

　
「
本
宮
ま
つ
り
」
に
お
け
る
特
産
品

や
グ
ル
メ
関
係
の
物
販
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。
な
お
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
販

売
は
で
き
ま
せ
ん
。

期
日　

11
月
４
日
（
日
）
▼
会
場　

本

宮
の
湯
お
よ
び
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼

対
象　

市
内
の
商
店
街
振
興
組
合
も
し

く
は
商
店
街
事
業
協
同
組
合
に
加
入
の

方
、
ま
た
は
一
宮
商
工
会
の
会
員
▼
出

店
料　

５
千
円
▼
申
し
込
み　

８
月
16

日
（
木
）
ま
で
受
け
付
け
。
所
定
の
用

紙
に
記
入
の
上
、
本
宮
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
一
宮
商
工
会
内
）、
地
域
振
興

課
（
一
宮
庁
舎
１
階
）、
ま
た
は
商
工

観
光
課
（
北
庁
舎
２
階
）
へ

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
自
己
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

保
険
年
金
課
☎
89
局
２
１
３
５
番

　

１
カ
月
間
の
医
療
費
が
高
額
に
な
る

場
合
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
医
療
機
関
（
入
院
・
外
来

世帯の
タイプ

対象となる所得のめやす　（　）内は給与収入
全額免除 １/４納付 １/２納付 ３/４納付

４人世帯
（夫婦・16 歳
未満の子２人）

162 万円
（257 万円）

230 万円
（354 万円）

282 万円
（420 万円）

335 万円
（486 万円）

２人世帯
（夫婦だけ）

 92 万円
（157 万円）

142 万円
（229 万円）

195 万円
（304 万円）

247 万円
（376 万円）

単身世帯  57 万円
（122 万円）

 93 万円
（158 万円）

141 万円
（227 万円）

189 万円
（296 万円）

　

免
除
に
は

本
人
、
配
偶

者
、
世
帯
主

の
前
年
分
の

所
得
の
審
査

が
あ
り
、
基

準
額
を
下
回

る
場
合
に
だ

け
承
認
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
免

除
の
対
象
と

な
る
所
得
の

目
安
は
下
表

の
と
お
り
で

す
。

国
民
年
金
「
保
険
料
免
除
」
に
は

申
請
が
必
要
で
す

保
険
年
金
課
☎
89
局
２
１
７
７
番

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
に
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の

申
請
に
よ
っ
て
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
平
成
24
年
7
月
か
ら
平

成
25
年
６
月
ま
で
の
年
金
保
険
料
の
免

除
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

は
別
）、
薬
局
、
指
定
訪
問
看
護
事
業

者
ご
と
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
で
済
む
制
度
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
保
険
適
用
外
の
支
払
い
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。自
己
負
担
額
は
、

国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
加
入
者
の
所

得
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員

が
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
世
帯
主
も
含

む
）
の
場
合
、
入
院
時
の
食
事
代
に
つ

い
て
も
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち

の
う
え
、保
険
年
金
課（
本
庁
舎
１
階
）、

ま
た
は
生
活
窓
口
課
（
一
宮
庁
舎
１

階
）、
音
羽
・
御
津
・
小
坂
井
支
所
で

の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　平成 25 年 1 月 30 日（水）から開催される、
企画展「みんなの写真展」の作品を募集しま
す。園内で撮影した風景、動物、植物などの
写真にメッセージを添えて応募してください。
応募規定　①園内で撮影したカラーまたはモ
ノクロ写真で未発表のもの②デジタル写真の
場合はＪＰＥＧ形式でＣＤなどに保存したデ
ータ、フィルム写真の場合は２Ｌ判以上にプ
リントした写真を提出 ▼応募方法　作品に①
題名（10 字以内）②作品に対するコメント（50
字以内）③撮影場所④撮影日⑤住所⑥氏名⑦
電話番号―を記入の上、直接、または郵送
で、赤塚山公園（〒 442 ― 0862 市田町東堤
上 1 の 30）へ ▼ 応募期限　12 月 28 日（金）
＝必着 ▼その他　応募点数は１人につき１点
とします。応募作品は原則として返却しませ
ん。なお、応募の際、作品中の人物については、
本人の了承を得てください　　

「みんなの写真展」展示作品を
募集します

　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
者
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
リ
オ
窓
口
セ
ン
タ
ー
が　

臨
時
休
業
し
ま
す

プ
リ
オ
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
89
局
９
１
９
１
番

　

プ
リ
オ
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
プ
リ
オ
ビ

ル
５
階
）
は
、
８
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
、
電
算
シ
ス

テ
ム
の
停
止
に
伴
い
、
臨
時
休
業
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し
・

戸
籍
謄
抄
本
・
税
証
明
の
発
行
や
、
印

鑑
登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
な

ど
、
す
べ
て
の
業
務
を
停
止
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2012. ８. １ー ��

※一部納付には、標準的な社会保険料控除額を含みます。

赤塚山公園☎89ー8891



９月の無料市民相談 お気軽にお越しください。
市民相談室（市役所北庁舎４階）☎89－2104
市民よろず相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
行政よろず相談（電話相談可）毎週木曜日 13：00～16：00
人権よろず相談（電話相談可） 3・10・24日 13：00～16：00
若者就職相談（予約制）

（予約は☎89－2140） 14日 13：00～16：00
消費生活センター（市役所北庁舎４階）☎89－2238
消費生活相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
多重債務相談（電話相談可）毎週月～金曜日   9：00～16：00
プリオ窓口センター市民相談室（プリオ５階）☎82－1305
法律相談（予約制）

（予約は☎89－2104） 1・8・15・25・29日 13：00～16：00
女性悩みごと相談（電話相談可） 7・21日 10：00～15：00
登記相談 4・18日 13：00～16：00
測量相談 14日 13：00～16：00
建築相談 28日 13：00～16：00
労働相談 13日 13：00～16：00
発明考案相談 6・20日 10：00～12：00
不動産相談 27日 13：00～16：00
若者自立支援相談

（内容などの問い合わせは☎67－3201） 6・20日 13：00～16：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 27日 13：00～16：00
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 25日 13：00～16：00
御津生涯学習会館☎76－4714（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
行政よろず相談 20日 13：00～16：00
小坂井生涯学習会館☎72－2165（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 18日 13：00～16：00
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、市民相談室☎89－2104）
人権よろず相談 27日 10：00～12：00
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 6日  9：30～15：30

音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 13日  9：30～15：30
御津支所☎76－4704（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 20日  9：30～15：30
小坂井支所☎78－2113（内容などの問い合わせは、消費生活センター☎89－2238）
消費生活相談（電話相談可） 27日  9：30～15：30
健康福祉センター☎92－1377（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
御津福祉保健センター☎77－1500（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
音羽支所☎88－8000（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
小坂井文化センター☎78－3586（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
心配ごと相談・知的障害者相談 27日 10：00～12：00
ウィズ豊川☎83－5211（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
内職相談 毎週金曜日 10：00～15：00
聴覚障害相談（手話による相談） 11日 13：30～15：30
知的障害者相談 12日 10：00～12：00
障害者就労支援相談（予約制）

（予約は☎65－8511） 13日 10：00～15：00
ふれあいセンター☎88－7270（内容などの問い合わせは、福祉課☎89－2131）
障害者よろず相談 12日 13：30～15：30
市役所子ども課（本庁舎１階）☎89－2133
ひとり親家庭相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
子育て支援センター（プリオ５階）☎89－1398・市内各保育園
乳幼児
子育て相談

子育て支援センター 毎週月～金曜日 10：00～18：00
各保育園 毎週火・木曜日 10：00～15：00

少年愛護センター（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－5756
家庭児童相談室（子育て支援センター内・プリオ５階）☎84－1329
児童・青少年相談 毎週月～金曜日 10：00～17：00
心理教育相談室「ゆずりは」（予約制）☎88－8033
心理教育相談（勤労福祉会館） 毎週月～金曜日 10：00～17：20
心理教育相談（音羽庁舎４階） 毎週月～木曜日 10：00～17：20
心理教育相談（小坂井庁舎２階）毎週月曜日 10：00～16：50

�� ー広報とよかわ

今
月
は
豊
川
国
府
線
を

紹
介
す
る
よ
。

　

豊
川
国
府
線
は
豊
川
駅

と
国
府
駅
を
結
ぶ
路
線
で
、

１
日
７
往
復
運
行
し
て
い

る
よ
。
鉄
道
、
新
豊
線
、
他

の
基
幹
路
線
と
接
続
し
て
、

諏
訪
地
区
も
通
っ
て
い
る

よ
。
車
両
は
小
型
バ
ス
（
定

員
約
40
人
）
で
、
赤
い
ラ

イ
ン
が
中
央
に
入
っ
て
い

る
ん
だ
。

　

朝
と
夕
方
の
時
間
帯
に

は
豊
川
養
護
学
校
へ
も
運

行
し
て
い
て
、
た
く
さ
ん

の
生
徒
さ
ん
が
利
用
し
て

て
く
れ
て
い
る
よ
。
だ
け

ど
日
中
の
時
間
は
、
ま
だ

ま
だ
利
用
者
が
少
な
い
の

が
現
状
な
ん
だ
。

　

豊
川
国
府
線
の
沿
線
に

は
、
市
役
所
、
プ
リ
オ
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
文
化
会
館

な
ど
主
要
な
施
設
が
た
く

さ
ん
あ
る
か
ら
、
催
し
な

ど
が
あ
る
と
き
に
は
、
み

ん
な
で
利
用
し
て
ほ
し
い

な
。
今
の
季
節
だ
と
、
豊

川
市
役
所
前
バ
ス
停
で
降

り
れ
ば
、
市
プ
ー
ル
へ
行

く
の
も
便
利
だ
よ
。

　

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公

共
交
通
は
、
環
境
に
や
さ

し
い
乗
り
物
だ
よ
。
こ
の

夏
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
利
用
し
て
、
エ
コ
な
お

出
掛
け
を
し
て
み
て
は
ど

う
か
な
。

お
問
い
合
わ
せ　

地
域
安

心
課
（
89
局
２
１
４
９
番
）

路線名
6 月分
乗車
人数

先
月
比

基
幹
路
線

豊川国府線 823 人 ➡

千両三上線 732 人 �

ゆうあいの里
小坂井線 711人 ➡

一宮線 650 人 ➡

音羽線 574 人 �

御津線 349 人 ➡

地
域
路
線

音羽地区 810 人 ➡

御津地区 404 人 �

一宮地区 622 人 ➡

豊川市コミュニティバス
利用者数
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◆
前
売
券　

８
月
５
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
小
坂
井
文
化
会
館
、
桜
ヶ

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー

ル
、
御
津
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で

発
売
。
午
前
10
時
か
ら
は
、
プ
リ
オ

丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
音
羽
文
化
ホ
ー

ル
、
御
津
文
化
会
館
、
文
化
会
館
で

発
売
。
午
前
10
時
か
ら
は
、
プ
リ
オ

宏
、
金
原
テ
ル
也
、
斎
藤
吾
朗
、
島

橋
宗
文
、
菅
沼
鉄
王
、
鈴
木
喜
家
、

袖
垣
治
彦
、
傍
島
幹
司
、
田
内
公
望
、

高
畑
郁
子
、
竹
原
城
文
、
塚
本
英
一
、

坪
井
孟
幸
、
中
島
佳
子
、
中
根
强

司
、
中
村
英
、
長
谷
川
仂
、
平
井
誠

一
、松
井
和
弘
、松
谷
慶
子
、三
木
登
、

水
谷
雄
、
村
山
き
お
え
、
森
岡
完
介

■
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

◆
日
時　

９
月
７
日
（
金
）・
15
日
（
土
）

の
午
後
２
時
か
ら

◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

　

風
景
の
会
は
、
東
海
地
方
の
日
本
画

や
洋
画
な
ど
の
作
家
が
所
属
団
体
の
枠

組
み
を
超
え
て
結
集
し
た
も
の
で
、
毎

年
取
材
地
を
変
え
て
各
地
の
風
景
を
描

い
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
東
北
を
描
く
」

で
す
。
32
人
の
画
家
が
復
興
を
祈
念
し

た
新
作
を
披
露
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
85

局
３
７
７
５
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

９
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で

（
９
月
10
日
は
休
館
）

◆
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
◆
会
場　

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◆
入
場
料　

無
料

◆
出
品
予
定
作
家
（
50
音
順
・
敬
称
略
）

　

石
垣
定
哉
、
岩
原
良
仁
、
梅
村
孝

之
、
大
島
幸
夫
、
加
藤
厚
、
加
藤
勁
、

加
藤
鉦
次
、
加
藤
茂
外
次
、
木
村
光「五色沼」三木登

～
東
北
を
描
く
～

第
27
回
風
景
の
会
絵
画
展

第
20
回 

音
美
会
主
催 

シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

レ
ジ
ェ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

若
い
翼
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
人
の
オ
ペ
ラ
歌
手
に
よ
る
ユ
ニ
ッ

ト
「
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
が
極
上
の
音
楽

を
お
届
け
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
８
日
（
月
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

小
坂
井
文
化
会
館
（
フ
ロ
イ

デ
ン
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料　

一
般
＝
３
千
５
０
０

円
（
当
日
券
は
４
千
円
）
▽
高

校
生
以
下
＝
１
千
円
（
当
日
券
は

１
千
５
０
０
円
）（
全
席
指
定
）

　

地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
若
い
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
に
よ
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時

開
演

◆
会
場　

小
坂
井
文
化
会
館
（
フ
ロ
イ

デ
ン
ホ
ー
ル
）

◆
出
演　

足
木
克
利
さ
ん
、
鈴
木
聡
太

さ
ん

◆
入
場
料　

一
般
＝
１
千
円
（
当
日
券

は
１
千
５
０
０
円
）
▽
高
校
生
以
下

＝
５
０
０
円（
当
日
券
は
７
０
０
円
）

◆
前
売
券　

８
月
26
日
（
日
）
午
前
９

時
か
ら
、
小
坂
井
文
化
会
館
、
桜
ヶ

◆
日
時　

10
月
８
日
（
月
）
午
後
５
時

　

開
演

◆
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
出
演　

ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん
、
辺
見
マ

リ
さ
ん
、
堀
内
環
さ
ん
他

◆
入
場
料　

Ｓ
Ｓ
席
＝
６
千
円
▽
Ｓ
席

＝
５
千
円
▽
Ａ
席
＝
４
千
円
（
全
席

指
定
）

◆
前
売
券　

先
行
＝
８
月
５
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
、
文
化
会

館
展
示
室
で
発
売
▽
一
般
＝
８
月
６

日
（
月
）
か
ら
、
伊
藤
医
院
な
ど
で

発
売

◆
問
合
せ
先　

音
美
会
事
務
局
（
伊
藤

医
院
内
☎
84
局
４
１
７
１
番
）

イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ

ン
カ
ウ
ン

タ
ー
で
も

発
売

◆
問
合
せ

先　

小
坂

井
文
化
会

館
（
78
局

３
０
０
０

番
）

イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ

ン
カ
ウ
ン

タ
ー
で
も

発
売

◆
問
合
せ

先　

小
坂

井
文
化
会

館
（
78
局

３
０
０
０

番
）

鈴木聡太さん 足木克利さん

ＬＥＧＥＮＤ



（８月16日〜９月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。

桜ヶ丘ミュージアム☎85－3775／音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010
御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720／小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
さわやか音楽会 
 「こととうたで綴る なつの夕べこんさーと」８月９日19：00～ 小坂井文化会館 

（フロイデンホール）
500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
小坂井文化会館で前売券を発売中

桜ヶ丘ミュージアム 
「ヴィオラの魅力・デュオコンサート 
　～やさしい音で彩るひととき～」

９月９日 
11：00～・13：30～ 桜ヶ丘ミュージアム 無料、当日会場へ

せせらぎたいむ
「豊かな音色！ホルンソロの魅力」９月29日19：00～ 音羽文化ホール 

（ウィンディアホール）
500円（お菓子、飲み物付き）、８月25日（土）から音
羽文化ホールで前売券を発売

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
写真展「豊川稲荷百景」大岡満夫 ８月１日～31日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
収蔵資料展～平和について学び考える～ ８月７日～19日 御津文化会館 無料、戦争に関する資料館調査会事務局☎052－954－6160
豊川閣寺宝館 平成24年夏季宝物展 ８月16日～９月11日 豊川閣寺宝館 有料、椿椿山 六幅対 花卉の図の内「槿花」ほか、豊川閣寺宝館☎85－2030
夏休みこども絵はがき展 ８月17日～31日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
第25回ヴォーカルコンサート ８月19日14：00～ 文化会館大ホール 有料、井谷☎84－6878
第15回陶芸クラブ作品展 ８月21日～26日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、國光☎86－7738
ＣＯＬＯＲＳ十人十色 ８月21日～26日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、阿部☎0532－88－3795
生涯学習墨絵作品展 ８月21日～26日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、伊藤☎0536－37－2202
ティータイム音楽の会「若い日の歌Ⅱ」８月27日18：30～ 明治珈琲館あらびか 500円、尾崎☎84－3647
第50回三河陶芸展 ８月28日～９月２日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、川手☎87－2293
トールペイント作品展 ８月28日～９月２日 桜ヶ丘ミュージアム 無料、鶴見☎0536－22－0877
絵本 蒼の大地「鬼と十三の約束」出版
記念原画展・「志太ら」公演活動紹介展 ８月29日～９月９日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482

第７回本宮書道展 ９月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
市民呈茶（宗徧吉田流） ９月８日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会茶道部☎89－7082
松本道子バレエ団豊川スタジオ
ジュニア公演 ９月８日18：00～ 文化会館大ホール 有料、馬場☎89－8976

第12回豊川市民歌謡クラブ 歌の祭典 ９月９日９：30～ 文化会館中ホール 無料、太田☎84－7978
市民月例茶会（宗徧吉田流・煎茶売茶流）９月９日10：00～ 地域文化広場 有料、豊川文化協会茶道部☎89－7082
御召布ものがたり ９月12日～16日 ギャラリー花棕櫚 無料、ギャラリー花棕櫚☎84－9482
市民呈茶（南坊流） ９月15日10：00～ 茶室「心々庵」 一服300円、豊川文化協会茶道部☎89－7082

　本宮山には天
て ん ぐ

狗岩と呼ばれる大岩山があり、次
のような話が伝えられています。
　むかし、この天狗岩に、大天狗が住みついてい
ました。大天狗は、世の中の善いことも悪いこと
も全てお見通しでした。砥鹿神社奥宮の神職や奥
宮の裏にあった薬師堂の僧たちが、その日のお勤
めを怠けていたりすると、大天狗は小天狗に言い

つけて脅したり、荒らしまわったりしたそうです。
そのため、神職も僧もびくびくしていたというこ
とです。
　天狗は架空の存在であるのに、民俗伝承の中に
深く溶け込んでいたことを伝えるエピソードです。

天狗岩（上長山町）

�0 ー広報とよかわ



◦保健センター☎89-0610　　◦休日夜間急病診療所☎89-0616　◦消防署☎89-0119
◦豊川市歯科医療センター☎84-7757　◦救急医療情報センター☎（0532）63-1133

◦保健センター ☎89-0610　　電話番号はよく確かめて

2012. ８. １ー ��

対象　学校や職場などで受診機
会のない 15 歳～ 39 歳の方 ▽豊
川市国民健康保険の被保険者で、
受診券をお持ちの方 ▽後期高齢
者医療保険の被保険者で、受診
券をお持ちの方 ▽結核・肺がん
健診だけの場合は 15 歳以上の
方 ▼内容　身体計測、血圧測定、
尿検査、血液検査、診察、結
核・肺がん検診（胸部Ｘ線撮影、

地域巡回健康診査のお知らせ
医師の判断で必要な方は喀

か く た ん

痰
検査） ▼ 負担金　無料（喀痰
検査は 700 円） ▼申し込み　当
日、受付時間内に直接、会場へ

▼注意事項　健診の前日は、ア
ルコールの摂取や激しい運動は
控え、直前は水以外の飲食物を
摂取しないでください ▼その他
　各会場 100 人を超えた場合は
お断りすることがあります

　認知症の方の行動の原因を知
り、認知症を理解するヒントに
しませんか。なお、この講演会
は認知症サポーター養成講座を
兼ねています。
日時　８月 29 日（水）13：30
～ 15：15 ▼ 会場　勤労福祉会
館 ▼講師・テーマ　福祉村病院
副院長の伊苅弘之医師による

「認知症の人の理解とつきあい
方」と題した講演 ▼申し込み　
電話で、保健センターへ

日時　８月 20 日（月）13：30
～・14：40 ～（１人１時間程度）

▼会場　保健センター ▼相談員

睡眠とこころの講演会

※10月25日（木）は９：30〜11：00で千両市民館で、26日（金）は18：00〜19：30
　で保健センターでも実施します。

訂正とおわび

期　日
受付13：30〜15：00

期　日
受付９：30〜11：00 受付13：30〜15：00

会　場 会　場 会　場

９
月

11日（火）小坂井生涯学習会館
10
月

29日（月） ― 健康福祉センター
12日（水）保健センター 30日（火）国府東市民館 下長山市民館
14日（金）篠田集落センター 31日（水） ― 音羽福祉保健センター
15日（土）御油公民館

11
月

 １日（木） ― 御津福祉保健センター
16日（日）八南公民館  ２日（金） ― 御油東山集会所
18日（火）豊川公民館  ７日（水）小坂井生涯学習会館 小坂井生涯学習会館
19日（水）農業者トレーニングセンター  ８日（木）御津福祉保健センター御油公民館
20日（木）長沢市民館  ９日（金） ― 中条市民館

10
月

12日（金）小坂井生涯学習会館 12日（月） ― 赤坂台市民館
13日（土）保健センター 13日（火）農業者トレーニングセンター 農業者トレーニングセンター
15日（月）御津福祉保健センター 14日（水）桜ヶ丘ミュージアム 桜ヶ丘ミュージアム
16日（火）武道館 15日（木）音羽福祉保健センター中部南市民館
19日（金）牛久保公民館 16日（金）保健センター 豊川公民館
22日（月）桜町市民館 18日（日）牛久保公民館 三蔵子公会堂
23日（火）三蔵子市民館 19日（月）保健センター 平尾市民館
24日（水）麻生田市民館 20日（火）小坂井生涯学習会館 小坂井生涯学習会館
25日（木）江島ふれあいセンター 21日（水）桜ヶ丘ミュージアム 萩市民館
26日（金）当古公会堂 22日（木）御津福祉保健センター古宿市民館
28日（日）保健センター

　睡眠学に基づいた徹夜対処法
を学んでみませんか。
日時　９月８日（土）13：30
～ 15：00 ▼ 会場　小坂井文化
会館 ▼講師・テーマ　滋賀医科

認知症を理解するための講演会

　30 歳・40 歳・50 歳・60
歳・70 歳の方に郵送した、
歯周病健診無料受診券に同
封した実施医療機関一覧で、
たい歯科クリニックの電話
番号が「84 － 5133」とあ
るのは、「84 － 5113」の誤
りでした。訂正しておわび
します。

こころの健康相談「ポラリス」

　保健師など ▼申し込み　電話
で、こころの電話相談専用電話

（95 － 0783）へ

大学教授の宮崎総一郎医師によ
る「どうしてもがんばらなくて
はならない人の徹夜対処法」と
題した講演 ▼申し込み　電話で、
保健センターへ



幼児健診

受付時間　13：00 ～ 13：30 ▼申し込み　当日、会場へ ▼その他　
１歳６か月児健診ではフッ素塗布があります。２歳児歯科健診でフ
ッ素塗布の希望者は、640 円（おつりのいらないように）が必要で
す

期日・会場 対　　　象 持　ち　物

１歳６か月児
健診

９月 ４日（火） 23 年 ２月11日から20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター

９月 13 日（木） 23 年 ２月21日から 28 日
までに生まれた子ども保健センター

９月 18 日（火） 23 年 ３月  １日から 10 日
までに生まれた子ども保健センター

２歳児歯科健診

８月 ８ 日（水） 22 年 ８月 11日から 20 日
までに生まれた子ども

歯ブラシ

保健センター

８月 28 日（火） 22 年 ８月 21日から 31 日
までに生まれた子ども保健センター

９月 ５ 日（水） 22 年 ９月  １日から 10 日
までに生まれた子ども保健センター

３歳児健診

８月 22 日（水） 21 年 ５月 11日から 20 日
までに生まれた子ども ・目と耳の検査用紙

（自宅で実施し、受
付時に提出）
・採尿容器（健診日
の 10 日前までに郵
送。自宅で採尿し、
受付時に提出）

保健センター

８月 29 日（水） 21 年 ５月 21日から 31 日
までに生まれた子ども御津福祉保健センター

９月 ６ 日（木） 21 年 ６月  １日から 10 日
までに生まれた子ども保健センター

　 ▼母子健康手帳、赤ちゃんノートの健康診査票、筆記具をお忘れなく。
　 ▼受診日や会場の都合が悪い方は、保健センターへご相談ください。

育児相談

ママのための体操教室

日時　９月６日から 20 日まで
の毎週木曜日で全３回。10：00
～ 11：00 ▼ 会場　健康福祉セ
ンター ▼対象　平成 24 年１月・
２月に生まれた子どもとその
保護者 ▼ 定員　25 組 ▼ 持ち物
　運動のできる服装、タオル、
飲み物 ▼ 申し込み　８月 16 日

（木）８：30 から、受け付け。
電話で、保健センターへ

　安産に向けて、妊娠中の生活
スタイルを、見直してみません
か。
期日　８月 17 日（金） ▼ 受付
時間　９：45 ～ 10：00 ▼ 会場
　保健センター ▼対象　妊婦と
その家族 ▼持ち物　母子健康手
帳、筆記用具 ▼申し込み　当日、
会場へ

パパママ教室（安産への秘訣）

　期　　日　　　会　　場
８月15日（水） 音羽福祉保健センター
８月22日（水） 御津福祉保健センター
８月27日（月） 保健センター
９月５日（水）　健康福祉センター
９月11日（火）　小坂井生涯学習会館
受付時間　９：30 ～ 10：30 ▼

内容　育児・生活習慣の相談、
体重測定など ▼持ち物　母子健
康手帳、乳児の場合はバスタオ
ル ▼申し込み　当日、会場へ

�� ー広報とよかわ

　「言葉のことで心配がある」
「落ち着きがない」などといっ
た相談に、個別に応じます。
日時　８月 22 日（水）９：30
～（１人 45 分程度） ▼ 会場　
保健センター ▼相談員　発達相
談員 ▼対象　入学前の子どもと
その保護者 ▼ 申し込み　電話
で、保健センターへ

子ども発達相談



※財源確保のため有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合せは直接広告主へ。　　　　　　　　　　　　　　

広　告

kaiminkan

　御油のマツ並木を通って赤坂町に向かうと、旧東海道の宿場町として栄えた赤坂宿の東の玄関口
にあたる関川神社があります。関川神社は、長保３（1001）年に三河国司の大江定基の命により、
関川地内のクスノキのそばに市杵島媛命を祭ったのが始まりとされています。当初は弁財天と称し
ていましたが、明治時代の神仏分離の影響を受けて、関川神社に名前を改めました。その関川神社
には、樹齢が推定 800 年とされるクスノキがあるのをご存知でしょうか。
　本殿を覆うように立つクスノキは、幹の周り
が約８㍍、高さが 25 ㍍ほどもある大きなもので、
市の天然記念物にも指定されています。このクス
ノキの根元は大きくえぐられており、これは慶長
14（1609）年に赤坂宿で起きた火事の飛び火で
焼けたものだそうです。
　また境内には、松尾芭蕉の俳句「夏の月 御油
より出でて 赤坂や」を刻んだ句碑も建っています。
　夏の暑さの中、生い茂ったクスノキは大きな木
陰をつくります。歴史をなぞって一度訪れてみて
はいかかでしょうか。

歴史を見守ってきた関川神社のクスノキ

音羽支所

赤坂紅里

赤坂町松本

名鉄名古屋本線

至豊橋至岡崎
 1

旧東海道
音羽川

名電赤坂駅

音羽支所入口

関川神社音羽図書館

音羽郵便局
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